
 

評価の概要 

 

事後評価及び終了時評価の対象となった以下の５つの研究について、いずれも十分な成果

を上げていた。さらに今後発展的に検討すべき、という観点から以下のとおり講評する。 

 

①� 測地基準系精密保持手法に関する研究【事後評価】 

関東平野の第四紀層上に設置された国土地理院構内の基準点の変動が高精度で補正でき

るようになった。ただ、これからの 100 年の長期にわたる維持管理を考えると、しばらく

は既存の基準点と並行した観測を続けることとしつつも、将来は基盤岩石の上など、より

安定したところに基準点を設けることも検討されたい。 

 

②日本列島の地殻活動メカニズム解明の高度化に関する研究【終了時評価】 

 カップリング（プレート間の固着）の状態が非常に精度よく速やかに計算できるように

なって、地殻変動に関する有効な情報を与えるようになった。ただ、カップリングの状態

だけではなくて、その累積により実際の地震がいつ起こるかを検討するような研究に発展

させられたい。 

 

③正確・迅速な地盤変動把握のための合成開口レーダー干渉画像の高度利用に関する研究

【終了時評価】 

 合成開口レーダーによる高精度の地表変動量の把握が可能となり、合成開口レーダーの

利用がより信頼性を持つものになった。今後、さらに事例を増やして信頼性を高めること

を検討されたい。特に気象情報に基づき、季節変化などを考慮した解析にいつでも対応で

きるよう発展させられたい。 

 

④地理空間情報の時空間化とその応用に関する研究【終了時評価】 

 地理空間情報に時間情報を取り入れることにより土地・地物の内容・変遷が効率的に把

握・理解できる手法が示された。時空間化は、地理情報の活用にとっては非常に重要であ

るが、タイトルが非常に多岐にわたる内容を含んでいる。今後は、民間・自治体でどうい

う需要があるのかというあたりを調査しつつ、焦点を絞るなり、内容を分割して研究をさ

らに発展させられたい。 

 

⑤合成開口レーダーによる地すべりの監視に関する研究【終了時評価】 

 合成開口レーダーにより地すべりの動きのモニタリングが有用であることが示された。

今後、③の合成開口レーダーの干渉画像の高度利用と結びつけて、地すべり量の数値化あ

るいは定量化する方向で、より実用的な研究課題として発展させられたい。 


